
＜親権者変更審判（親権者行方不明・死亡等の場合）を申し立てる方へ＞ 

１ 概要 

 離婚の際に未成年の子がいる場合には，父母の合意で親権者を定めることができますが，

親権者の死亡，行方不明などの事由により，親権者を他方の親に変更するためには，家庭裁

判所の審判が必要です。家庭裁判所は，申立てにより，未成年者の福祉のために必要がある

と認めるときに，審判によって，親権者を他方の親に変更することができます。 

 ＊ なお，審理の過程で，相手方の所在が判明した場合には，「親権者変更（親権者行方不明・死亡

等を除く。）調停（審判）を申し立てる方へ」を参照してください。 

 

２ 申立てに必要な費用 

□ 収入印紙・・対象となる子（未成年者）１人につき1200 円 

□ 連絡用の郵便切手・・100円×2枚，82円×8枚，10円×10枚，5円×2枚 合計966円分 

 

３ 申立てに必要な書類 

□ 申立書３通  

→なお，裁判所の窓口に３枚複写式の申立書用紙がありますので，ご利用ください。 

□ 事情説明書１通 

□ 連絡先等の届出書１通 

□ 進行に関する照会回答書１通 

□ 申立人，子（未成年者）の父母，子（未成年者）の戸籍謄本(全部事項証明書)各１通 

→戸籍謄本等は３か月以内に発行されたものを提出してください｡ 

 □ 親権者の死亡，行方不明等を証する資料（戸籍附票，診断書等） 

  ＊ 事案によっては，このほかの資料の提出，書面の作成をお願いすることがあります。 

 

４ 手続で必要な書類等の提出方法等（書類等はＡ４サイズで提出して下さい。） 

・ 書類等を提出するときは，裁判所用以外に申立人用の控えを作成して，審判期日には，

この控えを持参してください。 

  なお，相手方の所在が判明したような場合には，相手方の写しも提出していただくこと

になります。 

・ 書類等の中に相手方に知られたくない情報がある場合で，家庭裁判所が見る必要がない

と思われる部分（住所秘匿の場合の源泉徴収票上の住所等）は，マスキング（黒塗り）

をしてください。（裁判所用及び相手方用のコピー２通全て同様に作成してください。

） 

・  マスキングができない書面については，「非開示の希望に関する申出書」に必要事項

を記載し，その申出書の下に当該書面を付けて一体として提出してください。この申出

書を参考に，裁判官が，相手方の閲覧・謄写（コピー）申請を認めるかどうか判断しま

す。 

 

 

 



５ 提出された書類等の閲覧・謄写（コピー） 

 申立人の提出した申立書については，法律の定めにより相手方に送付しなければならない

とされていますが，相手方が所在不明の場合には，法律に基づいて公示送達という手続を行

うことが必要となります。審判手続では，法律の定める除外事由に当たらない限り，相手方

が閲覧・謄写の申請をすれば必ず許可されることになります。 

 

６ 申立先 

 審判の場合には子の住所地を管轄する家庭裁判所となります。 

 

 


